
女川地域の緊急時対応の主な改定項目（たたき台）について 

 

○避難の円滑化 

・避難については、避難所受付ステーションを活用することとしていたが、昨年 10 月に
実施した宮城県原子力防災訓練の結果に基づき、避難支援アプリの活用を追加 

 

○海路避難経路の多重化 

・PAZ・準 PAZ内の住民等の海路避難については、鮎川港から石巻港を経路としていたが、
昨年 10 月に実施した宮城県原子力防災訓練の結果に基づき、鮎川港から塩釜港の経路
を追加 

 

○緊急搬送先の多重化 

・国の要員・資機材等の緊急搬送先については、仙台空港としていたが、昨年 2月に実施
した原子力総合防災訓練の結果に基づき、航空自衛隊松島基地を追加 

  

○冷却告示による 1号機の原子力災害対策重点区域の変更 

・女川原子力発電所 1号機の原子力災害対策重点区域については、PAZを概ね５ｋｍ圏内、
UPZを概ね 30ｋｍ圏内としていたが、令和３年５月１９日の冷却告示により、UPZを概
ね５ｋｍ圏内に変更 

 

○施設統廃合による一時集合場所等の見直し 

・避難行動要支援者等の一時集合場所については、牧浜・竹浜地区は東浜小学校、PAZ内
の一部は荻浜中学校となっていたが、施設の統廃合により、避難経路を含めて変更 

 

○避難退域時検査等場所候補地の追加 

・避難退域時検査等場所候補地については、全１８施設としていたが、宮城県地域防災計
画の改定に基づき、「鹿島台中央野球場」、「東松島市役所鳴瀬庁舎・小野市民センター・
小野地区体育館」、「加瀬沼公園」を追加し全２１施設に変更 

 

資料 


